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1.　服飾界 におけ るモード の変遷 のい ちじ るしい年代

とし て指摘 される'58 ～'67 のヴォ ーグ誌 におけ るドレ

スデザイ ン につい て，特 に，外郭線 の比例，分割線 によ

る面 の変化，エンフ ァシ スに よって生 ずる効果 など調和

律 の変動を調 べ，形態上 におけ る被服美形成 の基準 を見

出すこ とを 目標とし た。

2.　対象 とし たパネル 数は,  2,365 で，主 とし て，正

面向 きのワンピ ースドレス着装 のものを選んで，シルエ

ット の傾向 を調 べると共 に， 比例コンパスを用い， ゴー

ルデ ンセクション の 技 法 に より<p 指数， ならびに,   9
指数近似値 を求 め，理想的 な調和律 の分布 を調べた。 な

お，こ の場合，色・テ クスチ ュアー・素材 などドレスデ

ザイ ンの他 の要素となるものは除外し て考察した。

3.　角形シルエ ット・三角形シルエ ット につい ては，

'63 年代 の頃から漸次増大し，逆三角形な らびに鍾形シ

ルエ ット は,  '58～'62 年 代 に 多 く，以後 次第 に下降 傾

向を示し てい る。

切 り替線 のないパネル においでは，炉指数 は比較的少

なく，<p指数近似値が多い。しかし，切 り替線 のあ る場

合は，p 指数が優位を占 めてい るこ とが認 められ た。こ

れらの現象は， 外郭線 の変化 とはほ とんど関係な くよい

調和律をつ くっている。

ま た，エ ンフ ァシ スについ ては，そ の傾向 ならびに位

置に よる影響が大であることが知られ た。


